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市
ス
ポ
ー
ツ
＆

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

学
年
別
選
手
権
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
４
日
（
日
）

１２

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館

【
小
学
４
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
小
野
寺
菜
月

　
第
２
位
　
平
野
彩
那

　
第
３
位
　
阿
部
佳
乃

　
　
　
　
　
千
葉
寧
音

 　
【
小
学
５
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
堺
紀
人

　
第
２
位
　
但
木
大
介

　
第
３
位
　
千
葉
響

　
　
　
　
　
大
内
朝
陽

 　
【
小
学
５
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
平
野
茉
那

　
第
２
位
　
大
場
実
里

　
第
３
位
　
岩
城
美
希

　
　
　
　
　
佐
藤
菜
央

【
小
学
６
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
鈴
木
陽
太

　
第
２
位
　
高
倉
一
輝

　
第
３
位
　
上
野
賢
人

　
　
　
　
　
及
川
魁

 
【
小
学
６
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
佐
藤
彩
理

　
第
２
位
　
及
川
華
奈

　
第
３
位
　
芳
賀
明
日
花

　
　
　
　
　
文
俊
美

【
中
学
１
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
阿
部
航
大
（
佐
沼
中
）

　
第
２
位
　
佐
々
木
廉
（
中
田
中
）

　
第
３
位
　
木
村
海
斗
（
佐
沼
中
）

　
　
　
　
　
佐
藤
俊
希
（
中
田
中
）

 　
【
中
学
１
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
五
十
嵐
千
乃
（
佐
沼
中
）

　
第
２
位
　
熊
谷
玲
奈
（
中
田
中
）

　
第
３
位
　
松
浦
絢
（
佐
沼
中
）

　
　
　
　
　
千
葉
遥
（
中
田
中
）

　
 

【
中
学
２
年
生
の
部
男
子
】　

　
第
１
位
　
小
野
寺
貫
（
中
田
中
）

　
第
２
位
　
鎌
田
陸
（
佐
沼
中
）

　
第
３
位
　
高
橋
啓
（
新
田
中
）

　
　
　
　
　
阿
部
靖
久
（
新
田
中
）

 　
【
中
学
２
年
生
の
部
女
子
】　

　
第
１
位
　
横
山
稀
理
（
佐
沼
中
）

　
第
２
位
　
鈴
木
彩
夏
（
佐
沼
中
）

　
第
３
位
　
狩
野
里
美
（
佐
沼
中
）

　
　
　
　
　
遠
藤
千
冬
（
新
田
中
）

第
　
回
税
に
つ
い
て
の
作
文

４５
　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
金
）

１１

２５

　
■
会
　
場
　
迫
公
民
館

【
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
賞
】

　「
復
興
へ
の
架
け
橋
」

　
　
佐
々
木
志
玲
奈
（
南
方
中
）

　市では、新年恒例の「市消防団出初式」を1月８日に開催します。　

　出初式では、市民の安全・安心を願うとともに、訓練や行進を通じて力強

い登米市消防団の姿を披露します。皆さんのご来場をお待ちしています。

【日時】　１月８日（日）　午前９時～１１時

【会場】　市消防防災センター

【内容】　観閲行進、式典、消防訓練、消防防災センターの開放など

【問い合わせ】　市消防本部警防課　消防団係　緯 ０２２０（２２）１９０１

登米市消防団出初式を開催します

昨年度の各支団による放水訓練

【
小
学
３
年
生
以
下
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
但
木
健
汰

　
第
２
位
　
高
橋
侑
平

　
第
３
位
　
中
本
優
希

　
　
　
　
　
工
藤
唯
仁

　
【
小
学
３
年
生
以
下
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
高
橋
七
美

　
第
２
位
　
上
野
有
里

　
第
３
位
　
後
藤
愛

　
　
　
　
　
佐
藤
澪
　
　
　
　
　

　
【
小
学
４
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
細
浦
息
吹

　
第
２
位
　
上
野
直
人

第
　
回
農
林
水
産
祭

５０

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
祝
）

１１

２３

　
■
会
　
場
　
東
京
都
明
治
神
宮
会
館

【
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
長
賞
】

　
　
芳
賀
よ
み
子
（
登
米
）

【開催期間】　２月中旬から３月中旬まで

　（週１回開催で全４回）　１研修当たり９０～１２０分程度

【対象者】　市内で、商品の生産や開発、販売、観光など、

　地域資源を活かした活動に取り組む人や目指す人。

【研修会講師】　㈱ブランド総合研究所

　代表取締役　田中　 章  雄  氏
あき お

【内容】　ブランド戦略の基本的な考え方から実践的な取

　り組みまで、全国の事例などを題材にした説明や、具

　体的な地域産品を活用した演習なども行い、コミュニ

　ケーション戦略やリスク管理の手法などを習得します。

①戦略の基礎【ブランドの基礎知識と意識喚起】

②価値の高め方【地域の魅力を付加価値にする】

　登米市では、市の自然、歴史、食材、祭り等の地域資源を活用した独自のブランド化を図る

ため、「地域ブランド研修会」を実施します。研修会は、地域ブランド戦略の基本的な考え方

について学び、地域一体となった地域ブランドの構築を目指すものです。

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののの参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままま地域ブランド研修会の参加者を募集しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

③魅力の伝え方【つくり上手の売り下手からの脱却】

④リスク管理【ブランドが一瞬で失墜しないために】

【募集人数】　２０人程度

【受講料】　無料

【申込方法】　電話、ファクシミリでお申込ください。

　※ファクシミリの場合は、所属先、住所、氏名、年齢、

　　電話番号を記入の上、「地域ブランド研修会参加希

　　望」と明記してください。

【申込期限】　１月２０日（金）

【申し込み・問い合わせ】

　産業経済部　ブランド戦略室

　緯 0220（３４）２７１６　胃 0220（３４）２８０１

　～地域色のあるブランドの構築と地域活性化を目指して～

第
　
回
秋
季

１０
中
学
生
新
人
野
球
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
４
日
（
日
）

１２

　
■
会
　
場
　
岩
沼
市
 朝
日
山
公
園

　
第
１
位
　
中
田
中
学
校

（
新
田
剣
友
会
）

（
北
方
ス
ポ
少
）

（
登
米
ス
ポ
少
）

（
石
越
ス
ポ
少
）

第
３
位
　
三
浦
丈
（
石
越
ス
ポ
少
）

　
　
　
　
星
雷
巳
（
南
方
ス
ポ
少
）

　（
佐
沼
小
）

　（
北
方
ス
ポ
少
）

（
米
山
剣
友
会
）　

（
南
方
ス
ポ
少
）

　（
森
剣
友
会
）　

　（
北
方
ス
ポ
少
）

　（
中
田
一
心
館
）

（
森
剣
友
会
）

（
森
剣
友
会
）

（
中
田
一
心
館
）

　（
新
田
剣
友
会
）

　
　（
新
田
剣
友
会
）

　（
石
越
ス
ポ
少
）

　
　（
佐
沼
小
）

　
　（
森
剣
友
会
）

　
　（
石
越
ス
ポ
少
）

　
　（
中
田
B
&
G
）

　
　（
南
方
ス
ポ
少
）

　
　（
中
田
一
心
館
）

　
　（
中
田
B
&
G
）

　
　（
北
方
ス
ポ
少
）

　（
中
田
一
心
館
）

　
　（
佐
沼
小
）

　
　（
佐
沼
小
）

　
　
　（
米
川
ス
ポ
少
）

　（
佐
沼
小
）

9 Jan.2012

人を思いやる
心を大切に

市内大型店舗前で
人権擁護街頭啓発運動を実施

　
　
月
4
日
か
ら
　
日
ま
で
の
第

１２

１０

　
回
人
権
週
間
の
期
間
中
、
市
内

６３各
地
域
で
人
権
の
尊
重
を
呼
び
掛

け
る
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
週
間
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
を
市
民
一
人
一
人
が
正
し

く
理
解
し
、
い
じ
め
、
虐
待
、
セ

ク
ハ
ラ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
が

無
い
明
る
い
社
会
の
構
築
を
目
的

と
す
る
も
の
で
、
期
間
中
の
　
月
１２

６
日
に
は
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
で

街
頭
啓
発
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
迫
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

第
１
団
の
子
ど
も
た
ち
の
協
力
の

も
と
、
各
地
域
の
人
権
擁
護
委
員

や
一
日
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
た
市
長
な
ど
が
中
心
に
な
り
、

人
権
相
談
の
案
内
チ
ラ
シ
や
人
権

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
マ
ス

コ
ッ
ト
人
形
が
入
っ
た
人
権
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配
布
し
な
が
ら
、
通
行

人
や
買
い
物
客
に
人
権
の
尊
重
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
街
頭
啓
発
運
動
に
参
加
し
た
人

権
擁
護
委
員
は
「
ぜ
ひ
、
若
い
人

達
に
も
人
権
に
対
す
る
関
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

街頭啓発運動に参加した皆さん

買い物客に人権擁護を呼び掛けました

地
元
の
食
材
を
大
い
に
堪
能
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
　
年
度
登
米
市
の
食
材
ま
つ
り

２３

　
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
、
市
内
の

認
定
農
業
者
が
生
産
し
た
安
全
・

安
心
な
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
食

べ
て
も
ら
い
、
生
産
者
と
の
交
流

を
深
め
る
「
登
米
市
食
材
ま
つ
り
」

が
　
月
　
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ

１１

２６

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
食
に
関
す
る
研
修
会

も
開
催
さ
れ
、
東
北
大
学
大
学
院

理
学
研
究
科
の
田
村
 裕
  和
 教
授
を

ひ
ろ
 か
ず

講
師
に
招
き
「
放
射
線
量
と
健
康

を
考
え
る
」
と
題
し
た
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
田
村

教
授
は
「
天
然
の
放
射
能
カ
リ
ウ

ム
　
は
日
常
的
に
口
に
し
て
い
る

４０
食
材
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
カ

リ
ウ
ム
も
セ
シ
ウ
ム
も
出
て
く
る

放
射
線
の
性
質
に
違
い
は
無
い
。

そ
の
た
め
ご
く
微
量
の
セ
シ
ウ
ム

に
必
要
以
上
に
お
び
え
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
」
な
ど
と
持
論
を
述

べ
た
ほ
か
、
放
射
能
の
性
質
や
自

然
界
に
存
在
す
る
放
射
線
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
終
了
後
に
は
昼
食
を
兼

ね
た
交
流
会
が
行
わ
れ
、
登
米
産

田村教授による放射能と健康に関しての講演会

登米市産の食材を使ったさまざまな料理

思い思いに「登米市の食材」を堪能する参加者

牛
・
豚
肉
を
使
っ
た
肉
料
理
や
登

米
産
の
新
鮮
な
野
菜
を
使
っ
た
料

理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー

が
テ
ー
ブ
ル
に
並
び
、
来
場
者
は

皿
い
っ
ぱ
い
に
料
理
を
盛
り
付
け

思
い
思
い
に
「
登
米
の
食
材
」
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。　

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

民
謡
歌
手
笠
原
み
ほ
さ
ん
に
よ
る

歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
お
い
し
い
食

事
と
楽
し
い
話
に
多
い
に
満
足
し

た
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。


